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日本協同組合学会第 30 回大会とレイドロー報告 

中川 雄一郎 
 

 
 日本協同組合学会第 30 回大会が 10 月 23 日（土）・24 日（日）の二日間にわたって佐

賀大学本庄キャンパスで開催された。私にとって、この「第 30 回大会」が「佐賀大学本

庄キャンパスで開催」されたことに関係した「忘れられない思い出」があるので、まず

そのことに触れ、その後で今回の協同組合学会大会での私の「問題提起」について簡潔

に言及することにしたい。 
 私は、1981 年 4 月に日本大学経済学部で開催された「日本協同組合学会設立大会」に

参加したのであるが、その時に感じた熱気を今でも思い出すことができる。とりわけ、

座長を務められた―当時、佐賀大学農学部教授として農業協同組合運動の発展に貢献さ

れていた―伊東勇夫先生（日本協同組合学会初代会長）の気魄は文字通り参加者の胸に迫

るものがあった。共通論題は「現代社会における協同組合運動の役割」、報告者は山本修・

石見尚・坂野百合勝の三先生方であった。 
 今では協同組合学会の関係者の誰もが知っている事実であるが、日本協同組合学会設

立に大きなインパクトを与えたのは、アレグザンダー・Ｆ．レイドローが―世界の協同

組合人のために著し―第 27 回 ICA（国際協同組合同盟）モスクワ大会に提出し採択され

た報告書『西暦 2000 年における協同組合』（『レイドロー報告』）であった。そのことは、

レイドロー報告の特徴の一つとして―レイドロー報告の第Ⅴ章で展開されている―「四

つの優先分野」のなかの「第 2 優先分野：生産的労働のための協同組合」が取り上げら

れているように、設立大会でも石見報告を通じて「労働者協同組合」が取り上げられた

ことに見て取れるのである。にもかかわらず、設立大会のエピソードの一つとして私の

脳裏の片隅に今でも時として現れるのだが、80 年代に入ってもなお日本の協同組合人や

協同組合研究者の一部は労働者協同組合
ワ ー カ ー ズ ・ コ ー プ

について「未だしの感」があった、と私は思っ

ている。それでもその後、モンドラゴン協同組合の発展やイギリスをはじめ西ヨーロッ

パで展開されている労働者協同組合の歴史と現状を正確に認識しようとする協同組合人

や研究者が次第に増えてきたのも、やはり『レイドロー報告』の影響があったからであ

ろう。 
 翌 82 年 10 月、協同組合学会第 2 回大会が佐賀大学本庄キャンパスで開催された。共
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通論題は「協同組合原則と事業方式」で、座長が斎藤仁先生、報告者は武内哲夫・大谷

正夫・生田（行）の三先生方であった。この大会についての私の記憶はむしろ武内先生

の「協同組合原則」に関わる論点にあって、それらと関連する生協と農協の事業方式の

議論についてはあまり思い出せないでいる。おそらく、その当時の私には「協同組合の

事業経営」について理解しようとする姿勢が足りなかったのかもしれない。もう一つ、

伊東先生から次の大会は明治大学で開催したい旨を聞かされたのだが、それについても

今では瞬間的な場面しか思い出せないでいる。 
それからおよそ 30 年の歳月が過ぎたのであるが、「第 30 回大会」に参加するために

私は本当に久し振りに佐賀大学本庄キャンパスを訪れたのである。記憶のある校舎や施

設それに校庭はもはやなくなっていたが、そのキャンパスの一角にある大講義室におい

て今度は私が共通論題「『レイドロー報 30 年間』と現代協同組合運動：レイドロー報告

のアプローチ」の座長を務めることになった。白武義治・大高研道・山口浩平・田中夏

子の四先生方が報告者を務めてくださった。佐賀大学の白武先生以外の三先生は若い協

同組合研究者である。 
 第 3 回大会は―伊東先生に依頼された通り―83 年 10 月に明治大学（11 号館）で開催

された。共通論題は「協同組合思想の源流と展開」、座長は白井厚先生が務められ、報告

者は黒澤清・中久保邦夫の二先生と私であった（私はイギリス協同組合思想について報告し

た）。伊東先生はこの大会で私たち若手の協同組合研究者に声をかけられ、以後数年にわ

たって協同組合思想を中心とする研究会を指導された。白石正彦、横川洋、中久保邦夫、

堀越芳昭、村岡範男、佐藤誠、石塚秀雄それに私を加えた若手の協同組合研究者が伊東

先生の下に集まり、協同組合の研究が続けられた。白石先生、横川先生、堀越先生、村

岡先生それに私を含めたあの時の「若手」がその後、日本協同組合学会の会長を務める

ことになるのである。 
 さて、今回の第 30 回大会の位置づけであるが、それは、一言で言えば、「レイドロー

報告から 30 年」を経た現在、レイドロー報告が提起した「四つの優先分野」について協

同組合はどのように取り組んできたのか、とりわけ日本の協同組合陣営はどうであろう

か、というものである。このような問題提起を私は比較的長い文章に認めた。文章が長

くなった理由の一つは、本年 5 月に東京農業大学で開催された第 29 回春季研究大会で

座長を務めた堀越先生が「レイドロー報告の歴史的意義と現代性」を強調されたことに

よる。言い換えれば、「レイドロー報告の歴史的意義と現代性」を正確に理解するために

は、レイドロー報告の基本を成している「協同組合セクター論」を正確に理解しなけれ

ばならず、また「レイドロー報告の特徴」を正確に捉えておく必要があったからである。

後者についてはカナダのイアン・マクファーソン教授の指摘を参照し（「一世代を経て：『レ

イドロー報告』再考」『にじ』協同組合経営研究所、2010 年春号、No.629. pp.5-23）、前者につ

いては拙稿「レイドロー報告の想像力：協同組合運動の持続可能性を求めて」（同上、

pp.24-41）を参考にした。 
 マクファーソン教授は、レイドロー報告の特徴を 7 つにまとめ、そして 7 つ目にこう

記した。「第Ⅴ章『将来の選択』はレイドロー報告の最も重要な部分である。すなわち、

協同組合運動が満たすことのできる具体的ニーズは、（a）良質な食料の確保、（b）より

良い雇用の促進、（c）持続可能性への来るべき問題への取り組み、（d）より良い地域コ

ミュニティの建設であり、これらのニーズの上に協同組合運動が構築される」、と。そし

て私は、「グローバル化されている現在の経済-社会にとって依然として解決されずに残

っている問題点を見据えている」―レイドロー報告に見られる―協同組合セクター論の

「八つの視点」を示し、その上で、「レイドロー自身が協同組合運動に対し常にその解決

策を問うてきた重要な経済-社会的な問題点」としての「四つの方法」を示唆しておいた。
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すなわち、① 地球の諸資源を分け合う（分配する）方法、② 誰が何を所有すべきかとい

う（所有のあり方の）方法、③ 土地の果実と工業製品を分け合う（共有する）方法、そし

て④ 各人が必要とする部分を公正に得られるようにする経済-社会システムを整える方

法、である。 
 レイドロー報告に見られる協同組合セクター論の特徴が、公的セクター（第 1 セクター）

と私的セクター（第 2 セクター）の「二大権力」に対応し得る「民衆の力」（people force）
を育成し、拡大していくために、協同組合セクター（第 3 セクター）を、人間的で合理的

な原則に基づいて組織される「第三の力」（third force）、すなわち、強力な「拮抗力」

（countervailing force）とみなし、協同組合運動が経済的、社会的な諸問題に対応し得る

よう経済-社会的機能を十分に働かせることを可能としている点にある、ということを私

は比較的詳しく論及しておいた。 
 このように私は、レイドロー報告の特徴とレイドローの協同組合セクター論を明示す

ることによって、協同組合が「四つの優先分野」―「第 1 優先分野：世界の飢えを満た

す協同組合」・「第 2 優先分野：生産的労働のための協同組合」・「第 3 優先分野：保全者

社会のための協同組合」・「第 4 優先分野：協同組合コミュニティの建設」―に向けた運

動をどのように展開してきたかの論点を引き出すべく「座長」の「問題提起」を行なっ

た訳である。このような私の問題提起に対して、四名の報告者はかなりの程度的確に、

レイドロー報告の内容と現実の協同組合の実践とを捉えた視点を示し、私の問題提起に

応えてくれた、と私は思っている。 
そして私は、いつものように

．．．．．．．
、レイドロー報告の第Ⅳ章・2「教育の軽視」に書かれて

いるゲーテの言葉を引用して、私の「問題提起」とそれに対する「四つの報告」を締め

括った。「人は、自分が理解しないものを自分のものとは思わない」（One does not possess 
what one does not comprehend）、これである。シンポジウムの内容の詳細は、後日出版さ

れる日本協同組合学会機関誌『協同組合研究』の「第 30 回大会特集号」を参照していた

だきたい。 
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インクレチン効果 

高柳 新 
 

 
 僕は現在、4 か所の診療所で外来診療を担当している。昔のような管理者としてでは

ない。診療のみの「パート医」としての仕事のだ。仕事が終わればさっさと帰宅という

診療所もあるが、八王子の都営長房団地内にある「北団地診療所」では、午前の診療が

終わると、職員全員で患者のことや「ゲゲゲの女房」の話をしながら弁当を食べる。疲

れを忘れ、ほのぼのとした気持ちになる。職員全員といっても隣にある薬局を別にして、

2 人の看護師、2 人の事務それに医者の計 5 人。 
 猛暑が去った突然の寒さ、季節外れの台風などの影響か外来はどこも急増している。

風邪、予防注射、下痢、健診と慢性疾患、それに昨年来から力を入れ始めた「女性の漢

方」患者群。半日（1 単位という）で 30 人以上、40 名に達することもある。永山の診

療所では相変わらず胃カメラも担当している。 


